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CASA新聞

フ
ル
稼
働
に
入
る

た
め
、
丸
太
消
費

は
増
え
る
見
通
し
。

今
回
の
豪
雨
で

特
に
大
き
な
被
害

が
出
て
い
る
地
域

に
国
産
材
産
地
で

あ
る
広
島
、
岡
山
、

愛
媛
、
高
知
が
含

ま
れ
る
。
豪
雨
以

後
は
晴
天
が
続
い

て
い
る
が
、
山
の

作
業
道
復
旧
に
時

間
が
か
か
る
た
め
、

出
材
は
前
年
よ
り

減
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
豪
雨
前

の
想
定
通
り
国
産

丸
太
の
需
要
が
前

年
よ
り
増
え
た
場

合
、
地
域
に
よ
っ

て
は
不
足
感
が
出

る
可
能
性
も
あ
る
。

高
騰
が
続
く
米

材
は
、
下
半
期
も

引
き
続
き
高
値
水

準
に
張
り
付
い
た

林
野
庁
は
６
月
26
日
に
２
０
１
８
年

度
第
１
回
木
材
需
給
会
議
を
開
い
た
。

18
年
の
木
材
供
給
は
17
年
と
ほ
ぼ
同
程

度
で
、
全
般
的
に
国
産
材
が
増
え
輸
入

材
が
減
る
構
図
が
続
く
見
通
し
を
示
し

た
。
構
造
用
集
成
材
は
内
外
産
と
も
前

年
比
減
、
合
板
は
輸
入
微
減
に
対
し
国

産
微
増
の
予
測
と
な
っ
た
。

ま
ま
で
、
供
給

も
絞
ら
れ
た
状

態
が
続
く
見
通

し
だ
が
、
需
要

も
停
滞
予
想
で
、

需
給
と
も
に
縮

小
見
込
み
。
欧

州
材
は
下
半
期

に
か
け
前
年
よ

り
供
給
が
増
え

る
見
通
し
。
輸

入
構
造
用
集
成

材
は
減
少
予
測

と
な
っ
て
い
る
。

Ｎ
Ｚ
・
チ
リ

材
は
、
輸
入
材

で
は
年
間
の
入

荷
量
が
丸
太
、

製
品
と
も
に
前

17
年
は
増
加
し

た
製
材
用
国
産
丸

太
は
、
18
年
も
同

程
度
が
確
保
さ
れ

る
見
通
し
と
な
っ

た
。
輸
入
材
の
値

上
が
り
に
よ
る
国

産
材
シ
フ
ト
の
期

待
に
対
し
、
長
引

く
輸
入
材
の
値
上

が
り
は
必
ず
し
も

国
産
材
シ
フ
ト
に

は
繋
が
ら
ず
、
木

材
そ
の
も
の
の
需

要
減
に
繋
が
る
と

の
意
見
が
出
た
。

一
方
、
国
産
丸
太

と
輸
入
材
が
値
上

が
り
す
る
な
か
、

国
産
材
製
品
の
値

上
げ
が
追
い
付
い

て
い
な
い
と
の
指

摘
も
多
く
挙
が
っ

た
。
合
板
用
国
産

丸
太
は
三
重
で
稼

働
を
始
め
た
新
工

場
が
下
半
期
に
は

年
比
増
の
予
測

と
な
っ
た
。
丸

太
は
10
月
以
降
、

製
品
は
７
～
９

月
に
か
け
て
増

加
時
期
と
見
ら

れ
て
い
る
。

一
方
、
南
洋

材
と
北
洋
材
は

産
地
側
の
事
情

で
、
特
に
丸
太

の
減
少
幅
が
大

き
い
見
通
し
。

南
洋
材
丸
太
は

サ
バ
州
の
丸
太

輸
出
禁
止
の
影

響
が
出
て
く
る

と
見
ら
れ
る
。

北
洋
材
丸
太
は
、

原
木
輸
出
の
税

制
変
更
の
影
響

で
極
東
か
ら
の

入
荷
量
は
減
り
、

原
木
か
ら
単
板

林
野
庁
・木
材
需
給
会
議

合
板
前
年
並
み
、
集
成
材
減

で
の
入
荷
の
切
り

替
え
が
進
む
見
込

み
と
な
っ
て
い
る
。

１
～
３
月
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
を
踏
ま
え
た

民
間
シ
ン
ク
タ
ン

ク
12
機
関
の
18
年

度
着
工
予
測
の
平

均
は
93
万
戸
で
、

前
回
３
月
に
比
べ

２
万
３
０
０
０
戸

下
方
修
正
さ
れ
た
。

同
予
測
の
下
方
修

正
は
２
度
目
で
、

建
設
資
材
等
の
コ

ス
ト
上
昇
、
天
候

不
順
な
ど
が
不
安

材
料
だ
。
一
方
、

住
宅
生
産
団
体
連

合
会
に
よ
る
調
査

で
は
、
４
月
の
段

階
で
受
注
棟
数
と

単
価
が
と
も
に
上

昇
と
の
結
果
が
示

さ
れ
、
調
査
機
関

の
見
方
と
現
場
の

実
感
に
や
や
隔
た

り
が
見
ら
れ
る
。

主要木材入荷等の概要
単位：1000㎥、（ ）内は前年比、前年同期比％

住
宅
の
実
需
は
、

地
場
の
大
工
・
工

務
店
の
受
注
情
勢

は
依
然
厳
し
い
。

だ
が
、
大
型
小
売

店
か
ら
は
「
７
月

下
旬
以
降
は
、
木

材
・
建
材
の
引
き

合
い
が
増
え
る
見

込
み
」
と
話
も
聞

か
れ
、
遅
れ
て
い

た
新
年
度
需
要
が

顕
在
化
し
て
く
る

と
の
期
待
が
あ
る
。

住
宅
資
材
の
荷

名古屋商況

大
雨
の
影

響
で
、
建
築

現
場
で
は
施

工
遅
れ
が
発

生
し
、
資
材

流
通
に
も
支

障
が
出
て
い

る
が
、
梅
雨

明
け
に
よ
り

正
常
化
に
向

か
う
模
様
だ
。

動
き
は
依
然
と
し

て
一
服
感
が
あ
り
、

先
高
観
の
あ
る
商

品
で
も
買
い
急
ぎ

は
見
ら
れ
な
い
。

価
格
動
向
は
、
Ｗ

ウ
ッ
ド
集
成
管
柱

は
保
合
推
移
で
、

同
間
柱
も
荷
動
き

が
伸
び
ず
に
保
合

に
。
米
松
Ｋ
Ｄ
小

割
材
は
入
荷
量
が

少
な
く
強
含
み
だ

が
、
活
発
な
引
き

合
い
は
な
い
。
国

産
材
製
品
は
市
売
等
で

の
荷
動
き
が
鈍
く
、
値

崩
れ
を
懸
念
す
る
声
も
。

東
海
４
県
の
５
月
新

設
住
宅
着
工
戸
数
は
、

９
８
６
０
戸
（
前
年
同

月
比
19
・
１
％
増
）
で
、

２
カ
月
連
続
の
増
加
。

注
文
住
宅
は
３
６
０
５

戸
（
同
10
・
９
％
減
）

で
４
カ
月
ぶ
り
に
増
加

に
転
じ
、
分
譲
住
宅
は

２
７
５
９
戸
（
同
35
％

増
）
で
２
カ
月
連
続
の

増
加
に
。

愛
知
県
は
こ

の
ほ
ど
、
県
産

材
利
用
促
進
に

向
け
た
取
り
組

み
計
画
を
ま
と

め
た
「
あ
い
ち

木
づ
か
い
プ
ラ

ン
」
の
２
０
１

８
年
度
版
を
策

定
し
た
。
今
年

度
も
、
木
造
・

木
質
化
の
推
進
、

木
材
用
途
の
拡

大
な
ど
４
テ
ー

マ
を
推
進
す
る
。

同
プ
ラ
ン
は

公
共
建
築
物
等

木
材
利
用
促
進

法
に
基
づ
く
県

方
針
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
。

推
進
目
標
で
は
、

20
年
度
に
は
県

産
材
の
認
知
度

を
20
％
へ
、
県
の

公
共
施
設
と
公
共

工
事
で
の
利
用
率

を
60
％
へ
引
き
上

げ
る
。
17
年
度
実

績
で
は
同
利
用
率

は
51
％
だ
っ
た
。

18
年
度
の
取
り

組
み
計
画
で
は
、

公
共
施
設
と
公
共

工
事
で
の
県
産
材

利
用
を
さ
ら
に
推

進
す
る
。
治
山
、

林
道
、
農
業
施
設

整
備
、
森
林
・
林

業
技
術
セ
ン
タ
ー

改
修
工
事
な
ど
で

１
４
５
６㎥

を
使

用
す
る
予
定
だ
。

木
造
住
宅
等
を

振
興
す
る
取
り
組

み
で
は
、
住
宅
に

「
あ
い
ち
認
証
材

」
の
新
製
品
・
新

技
術
等
を
活
用
・

実
証
す
る
建
築
士

を
支
援
す
る
ほ
か
、

同
材
を
使
用
し
た

消
費
者
へ
の
二
酸

化
炭
素
貯
蔵
量
認

定
証
の
交
付
、
県

産
材
活
用
の
産
直

住
宅
の
建
設
促
進

資
金
貸
付
な
ど
を

予
定
し
て
い
る
。

木
材
用
途
の
拡

大
に
つ
い
て
は
「

愛
知
県
産
材
利
用

の
手
引
き
」
の
普

及
啓
発
や
研
修
、

県
建
設
リ
サ
イ
ク

ル
資
材
評
価
制
度

「
あ
い
く
る
」
に

よ
り
認
定
さ
れ
た

製
品
の
公
共
事
業

で
の
率
先
利
用
な

ど
を
進
め
る
。

木
材
利
用
の
普

及
啓
発
で
は
「
あ

い
ち
森
と
緑
づ
く

り
事
業
」
の
下
で

放
置
さ
れ
た
里
山

林
の
整
備
な
ど
に

取
り
組
む
。
県
産

材
利
用
技
術
の
開

発
で
は
、
木
材
製

品
の
高
付
加
価
値

化
と
利
用
技
術
の

開
発
、
県
産
材
を

活
用
し
た
民
間
の

技
術
開
発
を
支
援

す
る
。


